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戦後 日本 に お け る優 生学 の 展 開 と教育
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1 ．優生学と教育L 本研究の位置

　現代遺伝学や 医療技術 の 進展 に と もな い 、

「新 しし優 生学の登場」 に 対す る危機感が高ま

っ て い る。こ の よ うな 「生命の あ りよ うへ の介

入」
へ の制御装置 と して 、教育の役割が期待 さ

れ て い る （た とえば金森 ： 2003）。

一方で 、近

年の新 自由主義的な教育改革の なかに、優生思

想が入 り込んで い ることが暴露 され るとい う事

実 （斉藤 ：2002）もある 。 新 しい優生学容認派

は、人間がどうして も抱 い て しま う 「よ りよ い

人間を」 とい う欲望と、「人間の形質 ・能力 ・性

格などに及ぼす遺伝 と環境の 影響」 とい う事実

命題 をつ きつ けなが ら、教育 ・教育学の 価値命

題や行為指針を問うて くる。教育 ・教育学は、

こ の新 しい優生学の趨勢に対 し、自らの態度を

決定 しなけれ ばならない ときが迫 っ て い るとい

える。 その ために、優生 学と教育 ・教育学との

関係 の 歴史を考察する こ とは、有効な方法の ひ

とつ で あ る。「旧優生学」に 対 して 、かつ て の 教

育 ・教育学は どの よ うな対応を し、どの よ うな

関係を構築し て い っ た の か 、そし て両者の関係

は、戦後には どの よ うに 変化ある い ば継続 して

い っ たの か
。

こ の よ うな作業 と考察を通 して、

現代の 新 しい 優生学に対 する教育 ・教育学の 態

度を選択 して い くため の 重要な材料が得られ る

はずである。

　日本の優生学にっ い て の歴史研究は、イギリ

ス や ドイ ツなどと比較す ると遅れてはい るもの

の 、科学史 、 社会事業史 、 女性史 、 そ して教育

史など、さまざまな分野 に お い て研究が積み 重

ね られ つ つ あ る。しか し、近年の 優 生学 の 歴史

研究に対 して 、岡田英 己子 （2004）は、「優生

学的言説を拡大 ・拡散 させすぎる歴 史解釈が 目

立 っ 」と指摘する。「み ん なが優生学的言説の も

ち主」 と して 「通説の カ ードをひ っ く り返 すだ

けの批判だけ」をする研 究動向に疑問を呈する。

そ して、岡田は、優生学の歴史研究の課題を、

「封印された裏の カ
ー

ドに書き込まれた他者排

除 と同化強制 の 仕組み を 、 資料に基 づ く実証研

究に よ っ て 蘇生 させる こ と」に置く。 本研究は、

岡田が提示する課題を共有する。

　発表者は、「優生学と教育 ・教育学の 関係」に

つ い て 、優生学の 最盛期である 1930 年代か ら

40 年代前半に注目 し、当時の代表的な優生学者

と、 教育科学研 究会の 児童研究に関する言説を

手掛 りに ひ とつ の 知見を提示 した （桑原 ：2001 、

2003）。それは、遺伝を重視し弱者排除を い う

優生学と、環境を重視 し弱者救済をい う教育 ・

教育学は、一
見敵対関係をとりそ うで あるが、

「教育的」 環 境操作の行きつ く先に、教育 ・教

育学は優生学を受容 して しま う、 とい うもの で

ある。そ して 、その メ カ ニ ズ ム に っ い て 、二 つ

の 仮説を示 した
。 また 、別 の報告 （桑原 ：2002）

で 、双生児研究に 注 目 し、戦中は遺伝 学お よび

優生学にお ける科学的で最先端の 研究方法とし

て注 目された双 生児法が、戦後になると教育研

究にお い て積極 的に導入 され 、
「教育的」環境操

作の 知 と技術が洗練化 した こ とを明 らか に した 。

　本発表は 、こ れ らの考察の延長上 に あ る。注

目する時期は、終戦直後の 1940年代後半か ら

1950年代であ る。 1948年に改正 された 「優生

保護法」 制定 に向け て、戦後優生学の議論が ど

の ように変化 したか。そ して、
一

方の 教育 ・教

育学の議論は どの よ うに展開したか 。 戦後優生

学の 動向とは どの ような関係にあ っ た か。作業

対象 は 、
こ れ まで の 報告 で も取 り上 げた 「児童

研 究」 に とくに焦点をあて、『児童心 理』で 当時

の 言説 を概観 した うえで、戦後の 教育科学研究

会メ ン バ ー
の 言説 （三木安正 、勝田守一など）

を取 り上げ る。
こ れ らの 作業を通 して 、 報告者

が明 らか に した戦前の 優生学 と教育 ・教育学の

関係が、戦後に どの よ うに変化あるい ば継続 し
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て い っ たかを考察 した い
。

2 ．戦後の優生学の展開、そ して教育界からの

発言

　戦後 の 「優生保護法 」 （1948年制定）の 特徴

は 、  「強制断種」 の 発動、  非遺伝性疾患者

へ の 断種対象の拡大、  優生 目的の 中絶が合法

化、で ある。とくに   の優生目的中絶 の 合法化

に至る過程にお い ては 、産婦人科医 との 関係が

深か っ た。敗戦後は、非専門医による危険か つ

杜撰な非合法手術が横行 し、多くの 女性 の 生

命 ・健康が脅か された 。 女性がおかれ た厳 しい

状況を打破 し よ うと、産婦人科医は 「女性の産

む ・産まない の 自由」 を主張 した の で あるが、

それ らは しばしば優生学的文脈に吸収 され て 、

優生学的適応 として読みか えられ、・中絶の 合法

化が実現 した （松原 ： 1998、2000）。

　
一

方の 教育界で は 、優生手術に つ い て どの よ

うな見解が 示 され て い た か。平田勝政 （2004）

の 研究によれ ば、優生手術実施件数が ピー
クを

迎えた 1955 〜 1957 年頃に、「精神薄弱」者施設

経営者や特殊教育 の 学者など、「精神薄弱 」者の

教育に たず さわる者た ちの 間で 、断種問題が議

論されるよ うになる。そ こ で の論調は 、「精神薄

弱」者の結婚 に否定的であり、仮に結婚を認め

るとして も優生手術を前提 とする とい う認識 が

共有され て い た。しか し、戦前と比較す る と、

民族優生 の 立場 は後景に退 き、生活能力や 育

児 ・養育能力上 の問題ゆえの結婚否定 ・断種容

認論であ っ た 。

　発表者が注目 した い の は、「親の 生活能力や

育児 ・養育能力 の 欠陥」 が優生学と結びっ く メ

カ ニ ズ ム で ある。当時 の 優生学を支えた 「女性

の 産む ・産まな い の 自由」とい う思想 を背景に、

「親の 生活能力 ・育児 ・養育能力の 欠陥J が、

「教育」 の 理論に よ っ て どの よ うに優生学につ

ながる可能性を秘めて い たの であろ うか。これ

を次節で検討 して い く。

3 ．『児童心理』および戦後の教育科学研究会

メンバー
の言説を手がかりに

戦後の 新教育の 目標 として 掲げられた 「人間

尊重」。 これが、児童 の 科学的理解、児童をとり

ま く環境の科学的操作 、 児童の 個性尊重 、 児童

の 全人格の 発達、児童の 才能の 創造 とい っ た、

ワー
ドと結び っ きなが ら、児童 の 存在、親の 存

在 、 教育の 存在 の 「あるべ き像」や 「存在意義」

をどの よ うに規定して い っ たか。それが優生学

とどの よ うな関係を結び うる か 、とい うこ とを

考察する。

4 ．新 しい優生学に つ い て 、教育 ・教育学が考

えるべ きこ と

　最後に 、 本発表の考察をふ まえた上 で 、
「生命

の あ りよ うへ の 介入」 とい う問題をめ ぐり、教

育 ・教育学が進むべ き方向性に っ い て 、立岩真

也 （2004＞が提示する 「個人の 能力 と個人が 「在

る」 こ との 切 り離 し」 とい う視点を援用 しなが

ら、考 えて みた い
。
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